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重金属イオン吸着による鳴き砂の発音特性への影響

Effect on sound property of singing sand by adsorption of heavy metal

ions
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　鳴き砂とは圧力を加えると音を発する砂である．主に海岸に見られるが，砂漠地帯などでも確認されてお

り，世界中に存在している．日本でも少なくとも30ヶ所以上存在し，これらの保護を目的とした全国鳴き砂

ネットワークがある． 

　微粒子や油を混入させ，鳴き砂の発音条件を調べる研究はこれまでに多く報告されている．しかし，化学物

質の吸着による発音特性の変化を調べた研究は少ない．そこで，本研究では鳴き砂へ種々の重金属イオンを吸

着・脱着させ音の影響を調べた．それにより，重金属汚染が鳴き砂の保全に与える影響を明らかにすることを

目的とした． 

　重金属イオン未吸着の鳴き砂，Mn2+，Ni2+，Cu2+，Zn2+，Cd2+，Pb2+，Cr3+を所定の濃度・pHで吸着させ

た鳴き砂，吸着させた重金属イオンを超純水で脱着させた鳴き砂の発する音から，それぞれの音の周波数スペ

クトルを解析した．また，吸着実験・脱着実験で得られたろ液から重金属イオン濃度を測定し，重金属イオン

の吸着量・脱着量を求めた． 

　重金属イオン未吸着の試料において，3つのピークが見られた．Cu及びMnを吸着させた試料において，明確

な発音特性の消失が見られた．重金属を吸着した多くの試料で低周波領域の別のピークが見られ，高周波領域

で認められていたピークが消失していた．超純水による脱着後は多くの試料が重金属イオン吸着前の鳴き砂の

音に近づいた．吸着量と周波数スペクトルとpHの関係から，ヒドロキシ錯体が鳴き砂の発音特性に影響を与え

ることが示唆された．
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